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第 1 章では本論文の序論として、ACL 損傷の治療における背景と課題を述べ、本論文
の目的は、ACL 術後リハビリテーションにおいて安全かつ効果的な荷重トレーニングの
確立と、その発展への貢献であることを述べた。 
















第 5章では CKCトレーニングのバイオメカニクスと ACL損傷膝・再建術後膝の OKCお















第 7章では RBLRと SSについて、下肢の運動力学と筋活動を調査した結果、いずれも
膝伸展筋負荷が高まり、RBLR は後脚に加えた抵抗負荷、SS の後脚は下腿の前傾に伴う
脛骨プラトーの垂直化によって、それぞれ後方剪断力が発生するメカニズムを有するこ
とが明らかとなった。したがって、RBLR と SS は、膝関節前方剪断力回避する新たな戦
略を有する膝関節伸展筋に効果的な CKCトレーニング方法であると考えられ、今後さら















 論文審査委員  主 査 教授 小 柳 磨 毅 
副 査 教授 吉 田 正 樹 






論文審査委員  主 査 教授 小 柳 磨 毅 
          副 査 教授 吉 田 正 樹 
          副 査 教授 赤 滝 久 美 
           
 
 
- 5 -
